
 ２
月
号

2024（令
和
６
）年

№
233

す
う 広

報

大
島

お
～
私
た
ち
の
　
た
の
し
い
　
す
み
た
い
　
い
き
た
い
島
～

１
月

19
日

　
周

防
大

島
町

地
家

室
園

地
拠

点
施

設
・

環
境

省
地

家
室

園
地

休
憩

所
　

開
所



2広報すおう大島 令和６年 ( 2024 年 ) ２月号

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
私
た
ち
が
こ
こ
に
集
い
、

笑
顔
で
二
十
歳
を
祝
っ
て
も
ら
え

る
の
は
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
、

教
え
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

私
た
ち
の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
そ

し
て
何
よ
り
、
共
に
歩
ん
だ
仲
間

た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
周
防
大
島
で
生
ま
れ

育
っ
た
誇
り
、
そ
し
て
二
十
歳
と

し
て
の
決
意
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

　

１
月
４
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、「
二
十
歳
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
、
今
年
度
二
十
歳
と
な

る
75
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

藤
本
町
長
は
、「
本
日
の
輝
か

し
い
門
出
を
心
か
ら
祝
福
し
、
皆

さ
ま
が
ご
自
身
の
将
来
の
夢
に
向

か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
か

れ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
式

辞
と
い
た
し
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を

送
る
と
と
も
に
、
記
念
品
を
代
表

者
の
吉
兼
晴
香
さ
ん
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

出
席
者
75
人
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
谷
口
徹
さ
ん
は
、
20
年

歩
ん
で
き
た
時
代
の
背
景
や
出
来

事
を
振
り
返
る
と
と
も
に
「
私
た

ち
は
二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
が
、
社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
。
学
生
と
し
て
勉
学

に
励
ん
で
い
る
者
、
仕
事
に
奮
闘

し
て
い
る
者
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身

の
目
標
に
向
け
、
一
歩
一
歩
歩
み

続
け
て
い
る
最
中
で
す
。
こ
う
し

て
、
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
今
、

一
人
一
人
が
自
ら
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
、
名
実
と
も
に
大
人
と
認

め
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
を
磨
い
て

久賀地区

大島地区

二
十
歳
の
集
い
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東和地区

橘地区
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３．申込期間・選考方法等（共通事項）

申込期間　２月 15 日㈭～ 29 日㈭
選考方法�　応募者多数の場合は、公開抽選により決定

します。なお、申込締切日までに応募のない
住宅については、申込締切後６週間に限り先
着順で申し込みの受付を行います。

家　　賃　入居者全員の所得に応じて算出します。
入　　居�　入居可能日以降（※請書等必要書類が揃い

次第順次入居可能日を決定します）

※申込方法などの詳しいことはお問い合わせください。
　�応募要項および申込書等は生活衛生課、各総合支所・
出張所にてお渡しします。また、町ホームページか
らもダウンロードできます。特定公共賃貸住宅と町
営住宅等では、申し込みの際に提出する書類が異な
りますのでご注意ください

問い合わせ　生活衛生課 公営住宅班
　　　　　　☎ 0820-79-1010

各住宅の募集戸数
地区 住宅 戸数
久賀 新開団地住宅 １戸
大島 広屋住宅 １戸

東和
折井住宅 １戸
伊保田東住宅 ４戸
沖家室住宅 １戸

橘 おれんじヒルズ ６戸

入居資格
 ・入居しようとする方全員（申込家族）の控除後の所得
　の合計額が月額で 15 万８千円以上 48 万７千円以下
 ・自ら居住するための住宅を必要としている人（特定
　公共賃貸住宅入居者および持ち家のある方は、入居

　申し込みはできません）
 ・原則成人している方　　
 ・地方税完納者　　　　　 
 ・公営住宅家賃完納者
 ・申込者または同居しようとする親族が暴力団員でないこと

※単身入居可
※連帯保証人が１人必要になります。（町営住宅入居者不可）
　保証人の極度額は入居時の家賃の６カ月分となります。
　�高齢者等の方で、保証人の確保が困難な場合は免除
できる場合がありますので、お問い合わせください。
※敷金（基本家賃の３カ月分）の納付が必要になります。
※犬・猫等のペットを飼うことは禁止されています。

１．特定公共賃貸住宅

２．町営住宅等

特定公共賃貸住宅 および 町営住宅等 の 入居者募集

入居資格
 ・ 入居しようとする方全員（申込家族）の控除後の所
　得の合計額が月額で 15 万８千円以下（ただし、高齢
　者・障害者等の世帯は 21 万４千円以下）
 ・ 同居しようとする親族がある人（単身者用の住宅に
　単身入居する場合を除く）
 ・ 現に住宅に困窮していることが明らかな人（町営住宅入
　居者、持ち家のある方は、入居申し込みはできません）
 ・ 原則成人している方　 ・ 地方税完納者
 ・ 申込者または同居しようとする親族が暴力団員でないこと

※単身入居可の住宅は広さに制限があります。
※�障害者の方は単身でも申し込みできます。ただし、
日常生活（歩行、自炊および食事、着脱衣、入浴、排
泄等）に支障がある方は、入居申し込みはできません。

※連帯保証人が１人必要になります。（町営住宅入居者不可）
　保証人の極度額は入居時の家賃の６カ月分となります。
　�高齢者等の方で、保証人の確保が困難な場合は免除
できる場合がありますので、お問い合わせください。
※敷金（家賃の３カ月分）の納付が必要になります。
※犬・猫等のペットを飼うことは禁止されています。

各住宅の募集戸数
地区 住宅 戸数

久賀

新開団地住宅（高齢者用） １戸
八幡住宅 ４戸
西ヶ原住宅 ８戸
向津原上住宅 ７戸
向津原下住宅 ９戸

大島

蔵本住宅 ２戸
第二中塚住宅 ６戸
小方住宅 １戸
小田住宅 ５戸

地区 住宅 戸数

東和
伊保田一般住宅（単身者用） ２戸
平野住宅 ２戸
船越住宅 １戸

橘

おれんじヒルズ ２戸
日良居住宅 ２戸
西浦一般住宅（単身者用） ３戸
栄住宅     17 戸
栄住宅（単身者用） １戸
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　軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます。４月１日までに廃車された方は令和６年度の軽自動車
税は課税されません。軽自動車などを売ったり、譲ったり、廃棄されたりした方は必ず所定の手続きをしてく
ださい。また、転出や転入をした方も早めに住所変更手続きを済ませてください。
　軽自動車などについての各種手続きは、販売店または所定の窓口へお願いします。
　なお、各種町税の納付には便利な口座振替をご利用ください。

お済みになりましたか？　軽自動車などの廃車や名義変更は４月１日までに

◎軽自動車税減免申請の手続きについて
　令和５年度に減免該当された方は「更新」対象者として、３月中に減免継続のための確
認用通知書を送付しますので、内容を確認のうえ、期限までに手続きをしてください。

種　別 窓　口
原動機付自転車（125cc 以下）、
小型特殊自動車

周防大島町役場 各総合支所・出張所

軽自動車２輪（125cc 超～ 250cc 以下）、
２輪の小型自動車（250cc 超）

中国運輸局 山口運輸支局
☎ 050-5540-2073

３輪・４輪 軽自動車
軽自動車検査協会山口事務所（コールセンター）
☎ 050-3816-3085

問い合わせ
税務課 課税第１班
☎ 0820-74-1008

募集戸数 
　１戸（単身用）：１LDK、木造１階建
入居資格　
 ・周防大島町に定住するため、住宅を必要とする方
 ・�Ｕ・Ⅰターン者で農林漁業の担い手として従事でき
る方
 ・�申込者および同居扶養親族が所有する住宅がなく、
居住するための住宅を必要としている方
 ・�地方税、また地方公共団体が定める使用料等を滞納
していない方
 ・�申込者または同居しようとする親族が暴力団員でな
いこと

申込期間　２月 15 日㈭から 29 日㈭まで

申込方法　
　入居申込書に必要書類を添付の上、生活衛生課に提
出してください。
選考方法　
　応募者多数の場合は、公開抽選により入居者を決定
します。なお、申込締切日までに応募がない場合は期
限を定め先着順で申し込みの受付を行います。
家賃　15,000 円（月額）
入居について
　入居可能日以降（請書等必要書類が揃い次第順次入
居可能日を決定します）
※犬・猫等のペットを飼うことは禁止です。
※申込方法など詳しくは、お問い合わせください。

周防大島町定住促進住宅（浮島住宅）入居者募集
問生活衛生課 公営住宅班　☎ 0820-79-1010

平面図
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※�不備があると支給が遅れてしまいます。記入例をよくご
確認いただき、ご記入ください。
※期限を過ぎると支給できません。
※�税の申告をしていない方、令和５年１月２日以降に転入
した方がいる場合や世帯員に変更があった世帯（例：課
税されている方と死別等した場合等）は、申請が必要です。

低所得世帯等物価高騰重点支援給付金のご案内
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に
対し、１世帯当たり７万円の給付を行います。給付金を受け取るには手続きが必要です。

問福祉課 生活支援班　☎ 0820-77-5505

対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

　令和５年 12 月１日時点で周防大島町に住民票
があり、世帯全員の令和５年度の住民税均等割が
非課税である世帯
※�世帯全員が、住民税が課されている他の親族等
の扶養を受けている場合は、対象外になります。

【対象外の例】
・親（課税）に扶養されている学生の単身世帯（非課税）
・子（課税）に扶養されている両親の世帯（非課税）
・令和５年 12 月１日以前に周防大島町へ転入し、転入
前の住所地で既に給付金を受給した世帯

住民税均等割非課税世帯

　令和５年１月から 12 月の間に、家計が予期せ
ず急変し、同一世帯に属する方全員が「住民税非
課税世帯相当※」にあると認められる世帯
※�住民税非課税世帯相当とは、世帯全員のそれぞ
れの年収見込額（令和５年１月～ 12 月の任意
の１カ月収入× 12 倍）が住民税均等割非課税
水準以下であることを指します。

例�単身世帯：　    93 万円以下
　３人世帯：168.4 万円未満（例は目安です）

家計急変世帯

手続き

　対象と思われる世帯には、町から世帯主宛に「確
認書」を送付しています。支給対象となるかにつ
いては確認書と同封しているチェックシートにて
ご確認ください。
　対象世帯の方は同封の記入例に従い、必要事項
をご記入のうえ、同封の返信用封筒にて郵送する
か、福祉課または各総合支所・出張所へ３月 15
日㈮（必着）までにご提出ください。

　福祉課および各総合支所・出張所に備え付けの
申請書に必要事項を記入し、必要書類と一緒に福
祉課または各総合支所・出張所へご提出ください。
申請書は町ホームページからもダウンロードでき
ます。
申請期間　３月 15 日㈮（必着）まで

申請が必要です　町から届いた確認書の提出（返送）が
　必要です

ご注意ください！
○�住民税が課税されている方に扶養されている方のみの世帯であるにもかかわらず受給した場合、詐欺罪（不正受給）
に問われます。
○低所得世帯等物価高騰重点支援給付金の「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

╯
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郷土おおしま発表大会
　12 月 12 日㈫、「郷土おおしま発表大会」を開催し
ました。
　大島中学校、周防大島中学校、周防大島高校の連携
３校の代表生徒たちが、「総合的な学習（探究）の時間」
等で取り組んだ学習・研究の成果について、ズームを
使ったオンライン形式で各校に向けて発表しました。

 

　発表タイトルは次のとおりです。
 ・大島中学校
　「地域の魅力と誇り（シビックプライド）について考
えよう～周防大島ご当地クイズ作成を通して～」
 ・周防大島中学校
　「大島紹介　ダーツの旅」
 ・周防大島高校
　「地元特産品の開発でWin-Win に！」

（地域創生科 ビジネスコース）

　「介護技術コンテストから学んだこと～福祉のプロ
フェッショナルをめざして～」（地域創生科 福祉コース）

　各校とも、周防大島が抱えるさまざまな課題に目を
向け、郷土が持つ自然や文化などの資源を活用して解
決の糸口を見つけようとする探究的な内容でした。
　例えば、大島中学校は、ご当地クイズの作成を通し
て、郷土の魅力と誇りを再発見するという内容で、他
の２校に向けて実際に出題しながらの楽しい発表でし
た。また、周防大島高校の発表では、地域創生科ビジ
ネスコースで取り組んでいる、地元で採れた塩を使っ
た「塩飴」の開発の流れが、各工程で苦慮した点を含
めて順を追って説明されました。高校で一般消費者向
けの商品を開発していることを初めて知った中学生は
驚いたことでしょう。
　視聴した生徒からは、「島について新しい発見をする
良い機会になった」「中高が気づきを共有することでさ
まざまな視点を得ることができた」といった感想があ
りました。
　こうした取組が、生徒たちに郷土への愛着を深めて
もらう一助になればと思います。

中高一貫教育だより⑤ 問周防大島高校　☎ 0820-77-1048

周防大島中学校の生徒会長あいさつ

周防大島高校の発表
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ザ
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踏
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。
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、水
牛
、鹿
、め
ん
羊
、山
羊
、

豚
、
い
の
し
し
、
馬

対
象
家
き
ん

　

鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き

じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、

七
面
鳥
、
あ
い
が
も

小
規
模
飼
養
者
と
は

 

・
牛
、
水
牛
、
馬
…
１
頭

 

・�

鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、

　

い
の
し
し
…
５
頭
以
下

 

・�

鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き

　

じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、

　

あ
い
が
も
…
99
羽
以
下

 

・
だ
ち
ょ
う
…
９
羽
以
下
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福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成

　

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促

進
や
通
院
等
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
健
康

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
の
一
部
（
基
本
料
金
）
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

利
用
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、
療
育
手
帳

Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～
３

級
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
満
80
歳
以
上
の
方

内
容

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
を
利
用
し
た
場
合

に
限
り
、
基
本
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

有
効
期
限

　

４
月
１
日
～
令
和
７
年
3
月
31
日

申
請
場
所

　

各
総
合
支
所
・
出
張
所
、
福
祉
課

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
／
療
育
手
帳
／
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳　

福
祉
タ
ク
シ
ー
、
は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
費
の
助
成
申
請

の
受
付
を
始
め
ま
す

　

令
和
６
年
４
月
以
降
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」「
は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
費
」
の
助
成
制
度
を
利

用
す
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
４
月
以
降
も
引
き
続
き
利
用
を
希
望
す
る
方
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
利
用
を
し
よ
う
と
す
る
方
は
、
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
現
在
ご

使
用
中
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、
は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料
金
割
引
証
は
４
月
以
降
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
）

問
福
祉
課 

民
生
福
祉
班　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
費
の
助
成

　

老
後
の
生
活
と
心
身
の
安
定
を
図
り
、
健

康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
あ

ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
・
は
り
・
き
ゅ

う
の
施
術
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

利
用
対
象
者

　

満
65
歳
以
上
の
方

交
付
枚
数

　

最
大
で
年
間
48
枚
（
1
カ
月
4
枚
）

内
容

　

町
の
指
定
す
る
施
術
所
で
、
は
り
・
き
ゅ

う
等
の
施
術
を
受
け
た
場
合
に
、
１
回
に
つ

き
、
１
術
の
場
合
に
７
０
０
円
、
併
術
の
場

合
に
８
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

有
効
期
限

　

４
月
１
日
～
令
和
７
年
3
月
31
日

申
請
場
所

　

各
総
合
支
所
・
出
張
所
、
福
祉
課

※�

4
月
か
ら
の
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
３

月
８
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

柳井警察署だより

　この時期は、積雪や凍結によるスリップ事故の多
発が懸念されます。
　積雪・凍結路面では、ノーマルタイヤは無力です。
冬季の交通事故防止にはスタッドレスタイヤが欠か
せません。スタッドレスタイヤの確実な装着をお願
いします。また、急ブレーキ・急ハンドル・急発進
などの「急」がつく運転は非常に危険です。先行車
との車間距離を十分にとり、危険を予測した慎重な
運転を心掛けましょう。
　さらに、冬季は、カーブ・坂道・橋の上・日陰・
トンネルの出入り口など、凍結しやすい危険箇所が
多く、濡れているだけの路面に見えても、滑りやす
いアイスバーンになってい
る可能性もあります。路面
状況に対する警戒心を持ち、
速度を落として安全運転に
努めましょう。

問周防大島幹部交番　☎ 0820-72-0110
　柳井警察署　　　　☎ 0820-23-0110

冬時期の交通事故防止 　

◇�不動産を相続した場合は、その
取得を知った日から３年以内に
相続登記の申請をすることが義
務になります。
◇�正当な理由なく、申請義務に違
反した場合、10 万円以下の過
料が科されることがあります。
◇�相続登記の申請手続や書式は、
法務省・法務局のホームページ
でご案内しています。
問山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125　音声ガイダンス「５」

 令和６年４月１日から

相続登記の申請が義務化されます！

不動産登記推進
イメージキャラクター
「トウキツネ」

▲詳しくは
法務省HPを

３月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

骨髄ドナー登録

3月 5日㈫

 ９：00 ～ 10：00
Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10：00 ～ 10：30
風しん抗体検査 10：30 ～ 11：00
ＨＩＶ抗体検査 13：30 ～ 18：30

　※無料、要予約（前日までに電話予約）
　問柳井健康福祉センター　☎ 0820-22-3631
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820-72-2134

　周防大島チャンネルで放送中の周防大島観光協
会の番組「シマタビ」で、昨年の夏にバス旅（大
畠駅～周防平野）が放送されましたが、過去に放
送された動画の中で一番のユーチューブ再生回数
となりました。バスならではの視界の高さから望
む車窓の風景、またバスに乗る行為そのものの懐
かしさなど、周防大島に居ながらにして旅情を感
じる映像が喜ばれたのかもしれません。
　また、バス旅ロケを通じて話題になったのが地
名に関するあれこれで、国道 437 号線沿いの場合、
読みの難しい地名として久賀（くか）・日前（ひく
ま）・下田（したた）がありました。周防大島町民
でなければ久賀は「くが」、日前は「ひまえ」、下
田は「しもだ」と読まれることが多いのではない
でしょうか。次回放送予定の県道 4号線のバス旅
では、戸田（へた）・津海木（つのうぎ）・出井（い
ずい）・安下庄（あげのしょう）が挙げられますが、
これらの難読な地名もバス旅を通じて気が付いた
周防大島ならではの独自性といえるでしょう。
　アクティビティ感覚で路線バスの旅を楽しむの
も一興ですが、実際には大畠駅から終点の周防平
野までの直通便が平日６便、週末に至ってはわず

か３便の運行となりますので、観光における移動
手段としてのご利用は難しいのが現状です。週末
だけでも観光施設等へ立ち寄るなどのルートアレ
ンジができれば、こと観光においては乗車ニーズ
が高まるように感じました。
　バス旅ロケを通じて路線バスの魅力と課題に気
づくことができましたので、更なる観光振興を図
るためにも、島内移動における利便性向上のヒン
トを模索していきたいと思います。

バス旅で周防大島の魅力を再発見

　

３
月
１
日
～
７
日
の
期
間
、
春

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高

め
、
火
災
防
止
と
生
命
・
財
産
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火   

い
の
ち
を
守
る   

10
の
ポ
イ
ン
ト

【
４
つ
の
習
慣
】

⑴�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

⑵�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い

⑶�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い

⑷�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

【
６
つ
の
対
策
】

⑴�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る

⑵�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

換
す
る

⑶�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防

炎
品
を
使
用
す
る

⑷�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く

⑸�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く

⑹�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

問
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合　

☎
０
８
２
０
（
23
）
７
７
７
４

 　　 　　「�火を消して
 　　 　　    不安を消して
 　　 　 　  　 つなぐ未来」

全国統一防火標語
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　新しい地域おこし協力隊員着任

　１月 12日、新しい地域おこし協力隊員が決まり、大
島庁舎において辞令の交付式が行われました。
　着任したのは、大阪府出身の五

ご た ん だ

反田友
ゆ き

紀さんで、７
月に着任した永井美恵子さんとともに、主に地家室園
地拠点施設の管理や、同施設と沖家室シーサイドキャ
ンプ場において、農山漁村地域と都市との交流を図る
ことを目指す任務にあたります。
　五反田さんは、「人とのつながりを最優先に。ニホン
アワサンゴや自然を活かした取組を、地域の方とつな
がって行きたい」と意気込みを語りました。

周 防 大 島 町 の 話 題

　カケハシ・プロジェクトで民泊体験

　1月 19 日、日本政府が推進する対日理解促進交流
プログラム 「カケハシ・プロジェクト」で、米国から
日系青少年 47 人が来島し、２泊３日の民泊を体験し
ました。
　このプログラムは、米国在住の日系青少年に日本の
文化や社会への理解を深めてもらい、その魅力を対外
的に発信してもらうことを目的として実施されてい
ます。
　参加者は、餅つきや習字、神社やお寺への参拝など、
日本の文化に触れながら、受入家庭や地域の方々との
交流を深めました。

▲離村式（お別れの会）で交流を深めた民泊家庭の方と一緒に
写真をとる参加者

▲恒例の紅白餅合戦の様子

　２万個の餅が宙を舞う

　１月 21 日、「周防大島まるかじり」が日良居庁舎駐
車場および日良居グラウンドで開催され、町内外から
約５千人の来場がありました。
　今年も、「紅白餅合戦」と銘打って、総数２万個の餅
が宙を舞い、会場では名物料理・特産品などの販売や
ステージイベント、恒例となっている「みかん鍋」の
振る舞いが行われました。
　また、自衛隊、消防、警察の緊急車両乗車体験や、キッ
ズ郵便局などのコーナーが設けられ、多くの方で賑わ
いました。

▲藤本町長から辞令を受け取る五反田さん㊧
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　文化財防火デー

　１月 25 日、第 70 回文化財防火デーの一環として、
国指定重要文化財「木造阿弥陀如来坐像」が安置されて
いる、日見の西長寺において消防訓練が行われました。
　訓練には地域住民の方をはじめ、消防署員、消防団
員 43人が参加し、通報、けが人の救助、バケツリレー
による初期消火や消火ホースを中継しての放水などの
一連の流れを確認しました。▲消防署および消防団による放水訓練の様子

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
周
防
大
島
チ
ャ
ン

ネ
ル
制
作
を
担
当
し
て
い
る
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
中
野
で
す
。

　

協
力
隊
に
着
任
し
て
早
い
も
の
で
2
年
が

経
と
う
と
し
て
お
り
、
気
付
け
ば
任
期
が
残

り
1
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
協
力
隊
卒
業
後
の
こ
と
を
本
格
的
に
考
え

な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、「
興
味
が
湧
い

た
も
の
は
何
で
も
や
り
た
い
」
と
い
う
性
格

な
の
で
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
り
す
ぎ

て
逆
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
協
力
隊

の
仕
事
を
し
て
き
て
、
映
像
制
作
の
知
識
や

ス
キ
ル
が
身
に
付
い
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を

活
か
し
た
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
起
業

と
い
う
道
も
考
え
て
は
い
る
の
で
す
が
、「
そ

れ
だ
け
で
生
活
し
て
い
け
る
の
か
」
と
い
う

不
安
も
あ
り
ま
す
。
は
た
し
て
私
は
１
年
後

に
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
何
で
も
や
り
た
い
私
が
周
防
大
島

で
体
験
し
た
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
が
『
い
わ

し
網
漁
』。
私
が
担
当
し
て
い
る
番
組
『
島
の

海
を
知
ろ
う
‼
～
ナ
カ
ノ
が
行
く
～
第
4
回
』

で
は
、
い
わ
し
網
漁
を
さ
れ
て
い
る
浮
島
の

漁
師
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
実
際
に

漁
へ
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
間
近

で
見
る
漁
は
迫
力
が
す
ご
く
、
網
を
上
げ
た

時
に
大
量
の
い
わ
し
が
見
え
た
時
は
と
て
も

興
奮
し
ま
し
た
。
ま
た
加
工
場
に
も
お
邪
魔

さ
せ
て
も
ら
い
、
い
り
こ
が
で
き
る
ま
で
の

過
程
を
観
ま
し
た
が
、
小
学
校
の
社
会
見
学

の
よ
う
で
、
と
て
も
楽
し
く
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

番
組
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の『
周
防
大
島
チ
ャ

ン
ネ
ル
』
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 中野 寛之の

▲�浮島の漁師さんにいわし網漁などについてお話を聞きました

41

政策企画課
☎ 0820-74-1007

　大谷選手からのグローブ届く

　メジャーリーガーの大谷翔平選手から全国の小学校
に寄贈されているグローブが、１月に入り、本町の小
学校にもメッセージとともに届きました。
　１月 26日には、浮島小学校でお披露目会が行われ、
校長の岡田健志先生は、大谷選手からのメッセージを
読み上げた後、夢を叶えるためにはさまざまなことを
頑張っていく必要があることを、児童たちに語りかけ
ました。
　グローブを受け取った児童たちからは、「ありがと
う」「野球選手になりたい」などの声があがり、早速
校庭に移動し、キャッチボールを楽しんでいました。 ▲届いたグローブを手にする児童
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町
で
は
、
職
員
自
ら
が
地
域
協

働
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
た

め
に
町
内
へ
居
住
す
る
こ
と
を
推

奨
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
針
に

共
感
を
持
つ
方
の
応
募
を
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

 

・
初
級
行
政
職　

若
干
名

 

・
保
健
師　
　
　

若
干
名

 

・
社
会
福
祉
士　

若
干
名

 

・
土
木
技
師　
　

若
干
名

受
験
資
格

 

・
初
級
行
政
職

　

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
た
人

 

・
保
健
師

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
、
保
健
師
の
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
令
和
６
年
３

月
末
日
ま
で
に
右
記
資
格
を
取
得

見
込
み
の
人

 

・
社
会
福
祉
士

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
令
和
６

年
３
月
末
日
ま
で
に
右
記
資
格
を

取
得
見
込
み
の
人

 

・
土
木
技
師

【
有
資
格
者
】

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
、
２
級
以
上
の
土

木
施
工
管
理
技
士
か
２
級
以
上
の

管
工
事
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を

有
す
る
人
ま
た
は
令
和
６
年
３
月

末
日
ま
で
に
右
記
資
格
を
取
得
見

込
み
の
人

【
土
木
課
程
学
校
卒
業
者
等
】

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

土
木
課
程
の
学
校
（
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
大
学
な
ど
）
を

卒
業
し
た
人

受
付
期
間

　

２
月
15
日
㈭
～
３
月
15
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※�

郵
送
の
場
合
も
３
月
15
日
㈮
必
着

申
し
込
み
方
法

　

受
験
申
込
書
№
１
お
よ
び
受
験

申
込
書
№
２
（
写
真
添
付
・
受
験
票
）

を
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
験
申
込
書
は
、
総
務
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

試
験
日
時
・
場
所

○
初
級
行
政
職
第
１
次
試
験

　

４
月
14
日
㈰

 

・
受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

 

・
試
験　

午
前
９
時
か
ら

 

・�

場
所　

周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁

舎（
周
防
大
島
町
小
松
１
２
６-

２
）

○
保
健
師
ほ
か
専
門
職
第
１
次
試
験

　

５
月
12
日
㈰

 

・
受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

 

・
試
験　

午
前
９
時
か
ら

 

・�

場
所　

周
防
大
島
町
役
場
大
島
庁

舎（
周
防
大
島
町
小
松
１
２
６-

２
）

試
験
内
容

○
初
級
行
政
職
第
１
次
試
験

　

職
務
能
力
試
験
・
事
務
適
性
検

査
・
職
務
適
応
性
検
査

○
保
健
師
ほ
か
専
門
職
第
１
次
試
験

　

作
文
試
験
お
よ
び
個
人
面
接

採
用
予
定
日

　

令
和
６
年
７
月
１
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 
人
事
行
政
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

　

周
防
大
島
町
体
験
交
流
型
観
光

推
進
協
議
会
で
は
、
民
泊
体
験
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

民
泊
体
験
で
は
体
験
に
参
加
さ

れ
る
方
を
家
族
の
よ
う
に
迎
え
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
共
に
過
ご
し
、

交
流
を
深
め
ま
す
。
周
防
大
島
の

文
化
・
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

人
の
温
か
さ
・
他
者
を
思
い
や
る

心
を
伝
え
ま
す
。
子
ど
も
達
が
成

長
す
る
ワ
ン
シ
ー
ン
に
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
、
笑
顔
や
一
生
懸
命

取
り
組
む
姿
か
ら
元
気
・
パ
ワ
ー

を
も
ら
え
ま
す
。

　

現
在
多
く
の
方
々
が
「
民
泊
」

を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
や
子
ど

も
達
の
心
を
育
む
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
感

動
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
「
民
泊
」
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課 

体
験
交
流
推
進
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
３

　

宿
泊
施
設
付
き
の
市
民
農
園
で

す
。
初
心
者
へ
の
野
菜
づ
く
り
の

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で

土
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

場
所

　

周
防
大
島
町
東
屋
代
１
４
４
６
‐
１

募
集
区
画　

７
区
画

利
用
料
（
年
額
）

　

39
万
７
７
０
０
円

～
40
万
４
０
６
０
円

利
用
期
間

　

令
和
６
年
４
月
か
ら

　
（
最
長
５
年
間
ま
で
更
新
可
能
）

申
込
期
限

　

３
月
14
日
㈭
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

農
林
水
産
振
興
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

急
募　

７
／
１
採
用

周
防
大
島
町
職
員
募
集

募
　
集

民
泊
受
入
家
庭
を
募
集
し

て
い
ま
す
！

滞
在
型
市
民
農
園

ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ラ
大
島

利
用
者
募
集
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受
験
資
格

⑴�

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

⑵�

平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
（
令

和
７
年
３
月
卒
業
見
込
み
含

む
）、
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

申
し
込
み
方
法

　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

２
月
22
日
㈭
～
３
月
25
日
㈪

試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

　

５
月
26
日
㈰

そ
の
他

　

国
税
の
職
場
は
、
理
工
・
デ
ジ

タ
ル
系
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
新
た
な
試
験
区
分

（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創
設
さ

れ
、
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
方
が

受
験
し
や
す
い
科
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
積
極
的

に
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 

・
広
島
国
税
局 

人
事
第
二
課

　

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
１
１

　
　

内
線
３
６
３
５
・
３
７
４
３

 

・
柳
井
税
務
署

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
０
２
７
７

日
時

　

3
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
予
約
不
要
（
予
約
者
優
先
）

※
相
談
時
間
は
1
組
1
時
間

場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
事
項

　

相
続
、
遺
言
の
こ
と
／
お
年
寄

り
の
財
産
管
理
（
成
年
後
見
）
／

空
き
家
の
こ
と
／
悪
質
な
訪
問
販

売
、
買
取
（
悪
質
商
法
被
害
）
／

夫
婦
、
親
子
関
係
／
交
通
事
故
／

不
動
産
、
会
社
の
登
記
／
借
金
の

お
悩
み
／
そ
の
他
、
司
法
書
士
が

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法

律
問
題
全
般

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会 

中
国

ブ
ロ
ッ
ク
会
事
務
局

　

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
５
３
４
５

大
島
地
区

　

伊
東　

昌
則
さ
ん
（
新
開
）

【
担
当
区
域
】
明
新
、
新
開

　
（
令
和
6
年
1
月
1
日
付
け
、
任

期:

令
和
7
年
11
月
末
日
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

　

令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、

舛
重
い
ず
み
さ
ん
（
東
和
地
区
・

再
任
）、
迎
智
可
志
さ
ん
（
東
和
地

区
・
再
任
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活

動
を
行
う
ほ
か
、
法
務
局
の
人
権

相
談
所
や
役
場
・
公
民
館
な
ど
公

共
施
設
に
お
い
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
法
務
局 

岩
国
支
局

　

☎
０
８
２
７
（
43
）
１
１
２
５

　

周
防
大
島
町
で
は
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
医
療
費
の
助
成
制

度
の
対
象
者
を
中
学
校
３
年
生
ま

で
拡
充
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
に

入
学
さ
れ
る
方
は
、
ち
び
っ
子
医

療
費
助
成
制
度
か
ら
中
学
生
医
療

費
助
成
制
度
に
変
更
す
る
た
め
、

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※�

８
月
１
日
以
降
の
受
給
者
証
に

つ
い
て
は
、
再
度
更
新
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
請
が
必
要
な
方

　

今
年
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
方

受
給
者
証
有
効
期
間

　

４
月
１
日
～
７
月
31
日
ま
で

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

福
祉
課
ま
た
は
最
寄
り
の
総
合
支

所
・
出
張
所
で
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
ち
び
っ
子
医
療

費
助
成
制
度
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
今
月
中
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

受
給
対
象
者
の
健
康
保
険
証

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
転
出
の

届
出
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
電
子
証
明
書
搭
載

サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
た
端
末
を
お

持
ち
の
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
み
で
手
続
が
可
能
で
す
。
詳
し

く
は
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転

出
届
を
提
出
し
た
後
は
、
別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転

入
届
等
の
手
続
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

戸
籍
住
基
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
１
０

国
税
専
門
官
募
集

お
知
ら
せ

転
出
届
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
！

デジタル庁HP

マイナポータル
「引越しの手続
きについて」

相
　
談

司
法
書
士
に
よ
る
島
し
ょ
部

一
斉
法
律
相
談
会
（
無
料
）

中
学
生
医
療
費
助
成
制
度

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委

員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

申込専用
フォームへ
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１
月
中
旬
以
降
、
町
内
東
部
を

中
心
に
野
生
の
サ
ル
が
目
撃
さ
れ

て
お
り
、
柑
橘
類
へ
の
食
害
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ル
を
見
か

け
た
場
合
、
次
の
こ
と
に
注
意
の

う
え
農
林
水
産
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

⑴
近
づ
か
な
い
。
⑵
目
を
合
わ

せ
な
い
。
⑶
大
き
な
声
を
出
し
た

り
、
驚
か
せ
た
り
し
な
い
。（
刺
激

を
与
え
る
よ
う
な
行
動
を
し
な
い
）

⑷
絶
対
に
エ
サ
を
与
え
な
い
。
食

べ
物
を
見
せ
な
い
。

※�

捕
獲
用
の
わ
な
（
箱
わ
な
等
）

を
見
つ
け
た
場
合
は
、
危
険
な

た
め
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
※
４
０
０
㎖
限
定
）

３
月
12
日
㈫

 

・
し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

 

・
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

３
月
21
日
㈭

 

・
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
45
分

 

・
日
良
居
庁
舎

　

午
後
０
時
30
分
～
１
時
45
分

 

・
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

　

午
後
２
時
45
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

　

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
５

項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
５
年
11

月
22
日
㈬
に
提
出
さ
れ
た
周
防

大
島
町
職
員
措
置
請
求
（
町
立
橘

医
院
の
歯
科
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

不
正
処
理
お
よ
び
職
員
の
監
督
を

怠
っ
た
と
し
て
、
町
長
に
対
し
損

害
賠
償
請
求
権
を
行
使
さ
せ
る
な

ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧

告
す
る
住
民
監
査
請
求
）
に
つ
い

て
監
査
を
行
い
、
監
査
委
員
の
合

議
（
令
和
６
年
１
月
18
日
付
通
知
）

に
よ
り
、
請
求
人
の
主
張
は
い
ず

れ
も
理
由
が
な
い
こ
と
か
ら
棄
却

と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
監
査
委
員
事
務
局

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
３

　

大
切
な
方
を
自
殺
で
亡
く
さ
れ

た
ご
遺
族
が
、
自
身
の
体
験
や
想

い
を
安
心
し
て
語
り
合
い
わ
か
ち

あ
う
場
で
す
。（
参
加
無
料
）

日
時

　

毎
月
第
３
土
曜
日

　
（
８
・
12
月
を
除
く
） 

　

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 　
（
受
付
）
午
後
１
時
～
１
時
30
分 

場
所

　

山
口
県
福
祉
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
山
口
市
吉
敷
下
東
四
丁

目
17
‐
１
） 

※�

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
（
９
０
２
）
２
６
７
２

　　

 

　

白
木
半
島
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

Ａ
Ｒ
体
験
し
な
が
ら
周
遊
す
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
を
す
べ
て
集
め
た

方
は
特
典
に
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
、
抽
選
で
町
内
の
宿
泊
施
設
の

ペ
ア
宿
泊
券
や
温
浴
施
設
の
入
浴

券
が
当
た
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

実
施
期
間

 

・
第
２
期

　

２
月
12
日
㈪
～
３
月
３
日
㈰

 

・
第
３
期

　

３
月
４
日
㈪
～
３
月
31
日
㈰

　
（
第
１
期
は
終
了
し
ま
し
た
）

Ａ
Ｒ
ス
ポ
ッ
ト

　

道
の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
、

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
園
、
地
家
室
園
地

拠
点
施
設
、
星
の
ビ
ー
チ

※�

各
ス
ポ
ッ
ト
で
Ａ
Ｒ
体
験
す
る
と

ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

Ｄ
Ｘ
推
進
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
７

囲
碁
大
会

日
時　

　

２
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

出
場
者　

大
島
囲
碁
同
好
会

生
涯
学
習
作
品
展

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
の
作
品
お

よ
び
大
島
地
区
保
育
園
児
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

開
催
期
間　

　

２
月
28 

日
㈬
～
３
月
６
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
２
月
28
日
の
み
午
後
１
時
～
）

音
楽
祭

　

大
正
琴
、
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、

ピ
ア
ノ
等
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

日
時　

　

３
月
２
日
㈯

　

午
後
２
時
～
５
時

開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
３
８
０
０

催
し
・
講
座

周
防
大
島
３サ
ン
ロ
ク
マ
ル

６
０

～
新
た
な
見
ど
こ
ろ
バ
ー
チ
ャ

ル
体
感
～ 

白
木
半
島
編 

開
催
中

大
島
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
タ

献
血
を
実
施
し
ま
す

山
口
自
死
遺
族
の
集
い

ク
ロ
ー
バ
ー

周
防
大
島
町
職
員
措
置
請
求

（
住
民
監
査
請
求
）

町
内
で
サ
ル
が
目
撃
さ
れ

て
い
ま
す
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みんなの情報源
　

令
和
５
年
に
募
集
し
た
火
災
予

防
作
品
の
う
ち
金
賞
作
品
33
点
を

展
示
し
ま
す
。

期
間　

２
月
22
日
㈭
～
28
日
㈬

場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

※�

柳
井
市
の
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
店

舗
内
に
お
い
て
も
、
３
月
１
日

㈮
か
ら
７
日
㈭
の
日
程
で
展
示

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
７
７
７
４

日
時

　

３
月
２
日
㈯

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

 

・�

展
示
「
大
島
今
昔
写
真
」　

　

旧
大
島
町
の
景
観
と
暮
ら
し
の

変
化
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

 

・
工
作
コ
ー
ナ
ー

　

午
前
9
時
30
分
～

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お

り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。（
先
着
30
人
）

 

・
お
は
な
し
会

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

 

・
く
じ
び
き
コ
ー
ナ
ー
（
先
着
順
）

 

・
保
育
園
児
絵
画
展

 

・
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
プ
展
示

 

・
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

不
要
に
な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
提
供
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

汚
れ
・
破
損
が
激
し
い
本
や
内
容

に
よ
っ
て
は
お
引
取
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）

※�

先
着
１
０
０
人
に
粗
品
あ
り

問
い
合
わ
せ

　

大
島
図
書
館

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
３
８
０
０

手
打
ち
う
ど
ん
体
験

日
時

　

3
月
２
日
㈯

　

午
前
9
時
～
午
後
３
時

場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

２
月
19
日
㈪

豆
腐
作
り
体
験

日
時

　

3
月
14
日
㈭

　

午
後
1
時
～
4
時

場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

２
月
29
日
㈭

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験

日
時

　

3
月
25
日
㈪

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

3
月
11
日
㈪

そ
ば
を
使
っ
た
菓
子
作
り

日
時

　

４
月
６
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

　

百
笑
の
里
（
東
屋
代
）

体
験
料　

１
０
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

3
月
22
日
㈮

※�

各
コ
ー
ス
と
も
お
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
暮
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

日
時

　

３
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
駐
車
場

　
（
柳
井
市
南
町
四
丁
目
５
‐
３
）

内
容

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】　

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
、
柳
井
消
防
署
に
よ
る

訓
練
展
示
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
防
火
演
技
、
大
抽
選
会
（
先

着
２
０
０
人
限
定
で
抽
選
券
を
配

布
し
ま
す
）、
防
火
も
ち
ま
き

【
展
示
・
訓
練
コ
ー
ナ
ー
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
、

消
火
器
取
扱
い
訓
練
、
消
防
ホ
ー

ス
延
長
体
験
、
は
し
ご
車
体
験
搭

乗
（
整
理
券
を
先
着
20
人
限
定
で

訓
練
展
示
後
に
配
布
し
ま
す
）、
消

防
装
備
品
の
展
示

※�

雨
天
時
は
、
規
模
を
縮
小
し
内

容
を
変
更
し
て
行
い
ま
す
。

※�

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
は
、
柳

井
地
区
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
７
７
７
４

日
時

　

３
月
31
日
㈰

　

午
後
３
時
～
（
開
場
２
時
）

場
所　

旧
和
佐
公
民
館

参
加
費

　

一
般　
　
　
　

３
５
０
０
円

　

中
高
生　
　
　

１
５
０
０
円

　

未
就
学
児
・
小
学
生　

無
料

　
（
当
日
券
は
各
＋
５
０
０
円
）

申
し
込
み
方
法

　

寄
り
道
バ
ザ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
に
て
ご
購
入
く

だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※�

未
就
学
児
・
小
学
生
は
、
必
ず

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

寄
り
道
バ
ザ
ー
ル
（
中
村
）

　

☎
０
９
０
（
４
５
２
７
）
２
９
０
６

大
島
図
書
館
ま
つ
り

～
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
ど
い
～

防
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

周
防
大
島
ら
く
ご　

そ
の
五

立
川
談
笑
独
演
会

寄り道
ﾊﾞｻﾞｰﾙ HP

火
災
予
防
優
秀
作
品
展



16広報すおう大島 令和６年 ( 2024 年 ) ２月号

か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消費生活上の不安
や心配を感じたら
消費生活センター
にご相談ください。

【
相
談
】

　

電
熱
ウ
ェ
ア
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら
、
首
の
あ
た
り
が
異

常
に
熱
い
と
感
じ
る
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

そ
の
ま
ま
使
用
し
続
け
る
と
衣
服
が
焦
げ
た
り
、
や
け
ど
を
し
た

り
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
、
使
用
を
中
止
す
る
よ
う
に

助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

電
熱
ウ
ェ
ア
と
は
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
を
用
い
て
衣
類

に
内
蔵
さ
れ
た
電
熱
線
を
発
熱
さ
せ
温
め
る
防
寒
着
で
、
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
や
ベ
ス
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
電
線
や
電
熱
線
の
損

傷
に
よ
っ
て
断
線
し
た
線
同
士
が
不
安
定
に
接
触
し
た
状
態
で
使
う

と
、
衣
服
が
焦
げ
た
り
、
や
け
ど
を
負
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
使
用
す
る
場
合
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・�

強
く
擦
る
、
折
り
曲
げ
る
な
ど
、
電
熱
ウ
ェ
ア
内
部
の
電
線
等
に

負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。

 

・�

取
扱
説
明
書
お
よ
び
本
体
の
注
意
表
示
を
よ
く
読
み
、
理
解
し
て

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

 
・�

使
用
中
に
異
常
な
発
熱
や
異
臭
の
ほ
か
、
変
形
し
た
場
合
は
直
ち

に
使
用
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

電
熱
ウ
ェ
ア
の
異
常
発
熱
に
注
意
！

暮らしの相談（２月 21 日～３月 20 日）

■相談所
相　談 日　時 場　所 備考・問い合わせ等

常設人権相談所 毎週月～金曜日
（休日を除く）   8：30 ～ 17：15 山口地方法務局 岩国支局

（岩国市錦見一丁目 16-35）

○�差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問�山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125

特設人権相談所   3 月    1 日㈮   9：30 ～ 11：30 東和総合センター ○差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問�福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

育児相談

  2 月 22 日㈭

10：00 ～ 11：30

しまとぴあスカイセンター
○�身体計測、妊娠・出産や子育て等の相談
問�子育て世代包括支援センターOhana
　☎ 73-5511

  3 月    8 日㈮ 日良居庁舎

  3 月 19 日㈫ 久賀福祉センター

こころの相談   3 月    1 日㈮ 10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター ○要予約
問�健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504

認知症相談   3 月    7 日㈭   9：00 ～ 12：00 日良居庁舎 ○相談日以外も可能
問�地域包括支援センター　☎ 73-5506

出張年金相談 毎月第３火曜日
10：00 ～ 12：00

久賀総合センター ○�要予約
問�岩国年金事務所　☎ 0827-24-222213：00 ～ 16：00

■電話相談
相　談 時間 電話番号

国税に関する一般的な相談（電話相談センター）   8：30 ～ 17：00 ☎ 0570-00-5901

救急医療電話相談
こども（15 歳未満）の相談 19：00 ～翌 8：00 ♯ 8000（利用できない場合　☎ 083-921-2755）
おとな（15 歳以上）の相談 毎日 24時間 ♯ 7119（利用できない場合　☎ 083-921-7119）

※緊急・重症の場合は、迷わず 119 番してください。
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お
子
さ
ん
の
む
し
歯
予
防
で
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
毎
食
後
歯

磨
き
を
す
る
、
甘
い
物
を
摂
り
す
ぎ
な
い
、

定
期
的
に
歯
科
を
受
診
す
る
な
ど
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

む
し
歯
予
防
の
基
本
は
歯
磨
き
で
す
が
、

フ
ッ
素
を
使
用
す
る
こ
と
も
、
予
防
の
効

果
を
高
め
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
フ
ッ

素
に
は
む
し
歯
の
原
因
菌
の
働
き
を
弱
め
、

歯
か
ら
溶
け
出
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン

の
再
石
灰
化
を
促
進
し
、
歯
の
表
面
を
強

化
し
て
む
し
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
大
島
郡
歯
科
医
師
会
の
協
力

の
も
と
、
保
育
園
や
小
中
学
校
で
フ
ッ
素

洗
口
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
洗
口
は
、

洗
口
液
を
口
に
含
ん
で
、
約
1
分
間
ぶ
く

ぶ
く
う
が
い
を
す
る
方
法
で
す
。
フ
ッ
素

が
口
の
中
に
留
ま
り
や
す
く
、
歯
磨
き
で

は
届
き
に
く
く
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
場

所
に
も
フ
ッ
素
が
し
っ
か
り
届
い
て
作
用

す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、
歯
科
医
院
で
行
う
フ
ッ
素
塗

布
や
フ
ッ
素
配
合
の
歯
み
が
き
剤
を
使
用

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
フ
ッ
素
配
合
の

歯
み
が
き
剤
を
使
用
し
た
場
合
も
フ
ッ
素

が
歯
や
粘
膜
に
残
り
、
少
し
ず
つ
唾
液
と

混
ざ
り
合
っ
て
口
の
中
で
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。そ
の
た
め
、歯
磨
き
後
の
う
が
い
は
、

少
な
い
水
で
1
回
、
5
秒
程
度
で
す
す
ぎ

す
ぎ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
乳
歯
が
生
え
て
き
た
ら
、
保
護

者
の
方
が
仕
上
げ
磨
き
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
歯
磨
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
歯
が
生
え
変
わ
る
時
期
は
乳
歯
と
永

久
歯
が
混
在
し
、
歯
の
大
き
さ
が
バ
ラ
バ

ラ
で
磨
き
に
く
く
、
子
ど
も
は
上
手
に
磨

く
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
永
久
歯
が
生
え

そ
ろ
う
小
学
校
卒
業
頃
ま
で
は
保
護
者
の

方
が
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
健
康
な
歯
を
保
ち
、
元
気
に

過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
フ
ッ
素
を
利

用
し
た
り
、
仕
上
げ
磨
き
を
し
た
り
し
て
、

む
し
歯
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

　

保
健
師　

藤
村　

礼
絵

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
１
１

しっちょる？やっちょる？健康づくり！
～「ちょび塩」でおいしく運動・活動で元気に！ ～　№ 131

　日本では、３人に１人が高血圧と言われています。
その内、血圧がコントロールできている人は、３割程
度と少ないことが課題です。前編では、家庭血圧を測定・
記録し、自分自身の血圧を把握することが、高血圧対
策の基本であることをお伝えしました。後編では血圧
を下げ、適正に保つための大切なポイントをお伝えし
ます。
ポイント１　食事
　一番大事なのは、やはり減塩です。“ちょび塩” を実
践し、余分な塩分を排出する働きを持つ、カリウムを
多く含んだ野菜や果物を積極的にとりましょう。
ポイント２　運動
　ウォーキングなど、30 分以上の有酸素運動を週３～
４日行いましょう。血管内の一酸化窒素が増えること
で、血管を軟らかくし、動脈硬化を防いで、血圧を安
定させます。

ポイント３　薬
　降圧薬を処方された場合は、自己判断で量や回数を
減らしたり、服用をやめたりしないようにしましょう。
降圧薬は、血圧を下げ、脳・心臓・腎臓を守る大切な
役割があります。また、服薬中も家庭血圧を測定・記
録し、受診時に必ず持参しましょう。自分の血圧変動
にあった薬の種類や量、薬を飲む時間を合わせること
ができ、効果的な治療につながります。
　生活習慣を整え、降圧薬を飲んでも、血圧が下がら
ない場合は、その他に原因が潜んでいる場合がありま
す。例えば、睡眠時無呼吸症候群や、腎臓病、ホルモ
ンの分泌異常などです。また、痛み止めの薬や、“甘草”
という成分を含んでいる漢方薬も、飲み過ぎてしまう
と血圧が上がることがありますので、主治医の先生に
よく相談しましょう。

最新の高血圧対策（後編）

問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504

子
ど
も
の
む
し
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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周防大島町が運営する住民参加型のローカルテレビ。
毎週火曜に番組の更新を行い、６時～ 24 時まで繰り
返し放送！放送した番組のＤＶＤは図書館で貸し出
しを行っています。一部の番組はユーチューブで視
聴もできます。

周防大島チャンネルはケーブルテレビアイ・キャ
ンに加入することでご覧になれます。ケーブルテ
レビ新規加入促進補助金も適用されます。詳しく
はアイ・キャン（☎ 0120-189234、携帯電話の
方は☎ 0827-22-5678）にお問い合わせください。

の
２月２０日

３月１８日

放送内容については予告なく変更することがあります／詳しくはケーブルテレビの電子番組表をご確認ください

～

３月５日～１１日
テレビで！宮本常一チャンネル

【沖家室島／蛭子神社を散策　前編・後編】

宮本常一記念館がユーチューブで配信中の動
画を再編集して放送。著作『私の日本地図 周
防大島』を片手に沖家室島を散策します。

アイ・キャン
ニュースダイジェスト
～ 2024 年２月放送分～

２月に放送した周防大島町
のニュースを一挙放送。

３月１２日～１８日
島めぐり　第８話

周防大島八十八ヶ所と周防大島の素敵な所を紹介する番組「島めぐり」。今回
は戸田地区にある「第十番霊場・海好庵」「第十一番霊場・源空寺」などをめ
ぐります！

２月２０日～２６日
民泊のススメ第 73 回
～櫻井さんと学ぼう！おさらい民泊Ｑ＆Ａ～

民泊の魅力をお伝えする番組。協議会新人スタッフの櫻井さんが、先輩の武井
さんから周防大島の民泊の”いろは”を学びます。これから民泊を始めようと思っ
ている方や、久しぶりに受け入れをされる家庭さんも必見です。

島景色～周防大島の風景を巡る～

第 34 回「西安下庄その２」

周防大島の何気ない日常を巡る番組。今回はミカンの段々畑が広がる山麓部、
西安下庄の正分地区から安下地区を巡ります。安下庄の地名の由来である菅原
道真公を祀る菅原神社などを紹介します。

２月２７日～３月４日
周防大島町 小中学校音楽祭

この日に向け、仲間たちと練習に励んできた「合唱」や「合奏」の成果を発表
する「周防大島町 小中学校音楽祭」が今年度も橘総合センターで開催されまし
た。会場に響き渡った子どもたちの美しい歌声や演奏をお楽しみください。

－３月は周防大島町議会定例会の模様を生中継・再放送します－
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人のうごき（１月１日現在）※増減は前月比

人口 13,897 人 （-32）

男 6,478 人 （-13）

女 7,419 人 （-19）

世帯 8,180 戸 （-14）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
日にち 医療機関 連絡先

2 月 23 日㈮㈷ 安本医院 ☎ 73-0822

2 月 25 日㈰ しまかぜ在宅支援診療所 ☎ 78-2533

 3 月      3 日㈰ 山中医科歯科クリニック ☎ 72-0152

3 月 10 日㈰ おげんきクリニック ☎ 74-2490

3 月 17 日㈰ 正木内科医院 ☎ 77-0021

3 月 20 日㈬㈷ 川口医院 ☎ 78-0306

通年
大島病院 ☎ 74-2580

東和病院 ☎ 78-0310

増：出生　   4 人
　　転入　27 人

減：死亡　38 人
　　転出　25 人

今月の納期

【第４期分】
固定資産税

【第８期分】（普通徴収）
国民健康保険税　
介護保険料
後期高齢者医療保険料

納期限  ２月 29 日㈭

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　自然体験、都市との交流、環境保全学習の拠点として

　１月 19日、周防大島町地家室園地拠点施設・環境
省地家室園地休憩所が完成し、その開所式が行われま
した。
　この施設は、風光明媚な瀬戸内海の自然を体験でき
る拠点、農山漁村地域と都市との交流の拠点、いまだ
全容が解明されていないニホンアワサンゴの生態や自
然を通じて環境の大切さを考える環境保全学習の拠
点、この３つの拠点となるべく整備されたものです。
　藤本町長は「３つの拠点としての機能を十分に発揮
できるよう、周防大島町と地域が一丸となって、地家
室園地拠点施設の活用を進めてまいります」とあいさ
つしました。

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


